
上田市ゼロカーボンシティ推進本部

2050年ゼロカーボンシティの実現に向け、地域のあらゆる資源を最大
限活用し、地域の脱炭素と地域課題の解決、地方創生に資する総合的
施策を全庁体制で推進、加速化させる。

＜設立背景＞
・上田市は、令和3年2月19日に気候非常事態を宣言し、2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロ（ゼロ
カーボンシティ）の実現を目指す。

・ゼロカーボンシティの実現には、地域の自然特性を活かした再エネの導入や、省エネの推進に係る施策
はもとより、エネルギー転換に伴う域内産業や地域経済へ及ぼす影響等も考慮した、環境・経済・
社会を統合的に向上させる施策が必要。

・「誰一人とりのこさない」を理念とするSDGsの考え方を踏襲し、庁内における分野横断的な施策の推進
体制を構築する。

上田市ゼロカーボンシティ推進本部

会議における決定事項について各部会において精緻に検討し、施策を推進。

外部専門家
（ゼロカーボン推進アドバイザー）

助言

市 長

本部長（副市長）

本部員（部局長）

・脱炭素社会実現のための施策の検討及びその実施を推進

・脱炭素社会実現に資する情報の収集及び発信

・脱炭素社会実現に向けた関係機関・団体との連携 等

所掌事項

会議を総理（会議を招集し、議長を務める）

庶務は生活環境課において処理

母体

推進部会（案）

連携による施策の推進

スマートシティの実現には、DX（デジタル・トランスフォーメーション）と
GX（グリーン・トランスフォーメーション）が相補的に連携することが必要。

SDGs未来都市・上田市スマートシティ

上田市
地球温暖化対策地域推進計画

＜推進体制＞
上田市ZCC※推進本部

上田市
スマートシティ化推進計画

＜推進体制＞
上田市スマートシティ化推進本部

※ZCC：ゼロカーボンシティ

DXGX

連携

上田市ゼロカーボン実現市民会議(仮称)

市 民

農林業 商工業

金 融 行 政

学 校

意見・要望の
フィードバック

各部会は、関係部課長・担当にて組織

省エネ部会

・ライフスタイルの見直しや

省エネ行動の推進

→省エネ型製品の選択、

建物の断熱等

・環境教育の推進 等

再エネ部会

・太陽光発電の普及促進

・中小水力発電の普及促進

・太陽熱利用の普及促進

・バイオマスの利活用 等

地域環境部会

・交通の低炭素化

→公共交通利用促進、EVの

導入等

・森林整備・緑化の推進 等

循環型社会部会

・資源循環システムの整備

→生ごみの再資源化等

・資源循環活動の推進 等

→3R・食ロス削減の推進等

令和３年度は、ゼロカーボン
シティの実現が、なぜ求めら
れているかをテーマに、全庁
横断的な研修会を開催し、職
員の脱炭素に係る意識醸成、
及び、実施体制（推進部会）
における共有意識の形成を
図る。

職員向け研修会

講師

ゼロカーボンの実現に向
けて共有できるビジョンの
形成を目指すための
開かれた対話の場所
（ラウンドテーブル）

多様な立場の者が一堂に会し、市域のゼロ
カーボン推進に伴う施策、現状における
課題及びグリーン化に伴う社会構造の変化
への対応などの方向性や解決方法について
意見交換を行う開かれた対話の場所。

※設立時期と組織体制は今後検討

コーディネート

令和３年１０月２８日（木）
市長定例記者会見資料
生活環境部（生活環境課）


